
　学校部活動・地域連携・地域移行の関係〈イメージ図〉

地域クラブ活動（地域移行）

津城の部活動指導者 当該校の教員
参加者 当該校の生徒
場所 当該校の施設

部活動指導員等の活用

指導者
部活動指導員等
（外部指導者）

参加者 当該校の生徒

場所 当該校の施設

指導者 地域の指導者

参加者 地域の生徒を含む多世代

場所 学校・社会体育施設等

指導者 地域の指導者

参加者 地域の生徒・児童

場所 学校・社会体育施設等

指導者 地域の指導者

参加者 地域の生徒を含む多世代

場所 学校・社会体育施設等

大会・コンクール・コンテストへの参加が可能 生徒の活動機会の確保 教員の負担軽減

子どもの選択肢を
広げる取組を進める

・指導者の派遣
（外部指導者・教員の兼職兼業）
・受け皿等の整備状況により
　地域移行

連　携

（※運動部は日本中体連、県中体連等の参加基準の検討による）

※中体連・吹奏楽連盟主催大会への

　引率可

※県中体連主催大会に、地域クラブ活動として参加するには、
　市町村教育委員会、地区中体連の承認が必要です。　

課題

　専門の指導ができる
　教員がいない
　教員が校務多忙によ
　り指導できない　

　やりたい部活動が
　学校にない　　　　等

　生徒数が少なく
　チームが組めない　等

合同チーム（学校間で調整）

●種目によってはジュニアからの継続が可能

　大会等へ参加
　（中体連主催大会・吹奏楽連盟主催大会）　　　　

中学生

課題

　年度ごとに学校が変わる
　遠距離で合同活動が難しい
　継続的な指導ができない等

課題があれば地域連携へ

学校部活動（学校教育の一環）

学校部活動の地域連携

拠点校部活動【合同部活動】

（市町村教育委員会が指定）

指導者
部活動指導員等
（外部指導者）
拠点校の教員

参加者 複数校の生徒

場所 拠点校の施設

※中体連主催大会は令和６年度から　

　参加可能

その他の団体・新たな運営団体等

スポーツ少年団等

総合型地域スポーツクラブ・芸術団体等

これまでの部活動

●種目によってはジュニアからの継続が可能

●その他の団体
　体育・スポーツ協会、競技団体、クラブチーム、民間
　事業者、大学、地域学校協働本部や保護者会など
●新たな運営団体
　市町村が運営団体となり、あるいは市町村が中心とな
　って社団法人やNPO 法人等の運営団体を設立するなど

・友達と楽しみたい
・試合に勝ちたい
・専門指導を受けたい
・複数の活動をしたい
・大人などと活動したい
・学校の部活動にない活
　動をやりたい
・週３回ほど活動したい
・楽器が演奏できるよう
　になりたい
・上位大会に出場したい

　　　　　　　　　　等

生徒のニーズ

（※吹奏楽部は全日本･四国･高知県吹奏楽部連盟等の参加基準の検討による）

※地域移行：学校部活動から移行した活動（狭義）だけ
　　　　　　でなく、学校以外で地域が担う活動とする
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